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後
の
法
律
家
の
職
域
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日
本
で
は
、

C
C七
午
河
月
に
一
政
判
外
紛
争
解
決
千
続
ん
ら
引
出
の
川
花
道
に
践
す
る
法
律

に

A
D
R
Uは
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
、
を
の
中

t
も
持

r
一
足
何
事
業
布
一
炉
、
紛
争
心
中
i
事
者
が
和
解
を
す
る
こ
と
が
で
詮
～
る

戸
汗
〕
れ
机
げ

A
D
K法
）
が
旅
行
さ
れ

見
事

r
C
紛
手
に
つ
い
こ
、

紛
争
心
レ
i
主
者
双

M
か
ら
の
依
煩
ど
一
元
行
、
中
i
ー
は
紛
予
の
当
事
長

J
C間
心
契
約
に
立
川
ゴ
き
、

日
J
Tノ
F

ず
十
月
一
u
hド

介
を
行
う
も
の

一
民
間
紛
争
解
決
手
絞
」
）

に
件
、
出
合
当
て
、
こ
れ
と
公
認
す
る
も
の
て
あ
る
わ

旧
来
、
紛
争
解
決
と
い
う
と
法
中
京
（
U
以
－
湿
場
で
為
り
、
し
か
も
り
J

の
中
心
M

に
は
及
川
円
ぷ
イ
メ
ー
ジ
手
れ
て
き
た
と
い
え
よ
ニ
J

U

りJ

、J
て
法
律
l
、
裁
判
で
あ
れ
裁
判
外
で
あ
れ
、
紛
？
解
決
は
原
則
と
し
て
一
生
点
以
外
日
関
心
J

、二
L
は
な
り
な
い
も
の
と
さ
れ

こ
れ
に
ほ
｝
J

て
A
D
H
作一いは

「
内
外
山
一
紀
会
経
済
情
勢
の
従
礼
げ
に
伴
い

が
、
佐
伯
一
者
の
自
門
的
な

持
ィ
心
を
反
映
し
て
払
ザ
切
り
y

駅
し
ず
九
れ
速
な
鮮
伏
を
M
凶
る
手
続
ど
】
J

て
イ
甲
斐
な
も
の
乙
伝
一
っ
て
い
る

（
刊
川
作
条
）

ζ

い
h

つ
司
〕

識
に
止
っ
て

裁
判
以
舛
の
一
川
決
ブ
ロ
ヒ
ス
に
民
間
刊
の
力
μlv活
か
さ
れ
る
こ
乙
示
期
待

法
作
家
に
は
限
ら
な
い
民
同
刊
の
人
ぺ
が
干

止
約
第
一
一
者
（
一
］
於
忠
実
施
者
1

）

乙
日
っ
て
淫
y

宵
さ
れ
る
、
紛
争
叶
事
者
仰
の
力
主
的
日
努
々
を
荷
r
L
中
し
～
解
ー
バ
プ
ロ
セ
ス
ん
と
認
め
る
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料

も
の
で
あ
る
d

礼

O
R
出
は
、
紛
争
断
決
の
非
伏
律
家
へ
の
悶
絞
り

山h
’v
持
ム
ノ
、
ち
り
と
い
え
よ
久
v

で
は
、
子
ム
ノ
レ
J
f
L
3
0
と、

A
D
H法
は
紛

7
解
決
＼
の
み
法
作
家
の
進
出
ケ
司
、
〕
、
法
律
家
の
秋
域
会
一
絞
め
る
も
の
h
悼
の
で
あ
ろ

ノヘ
j与す

つ
つミ仕

h
A湘
jhr

－uれ汁ソ
1
J
J
I
L
l

い
え
ば
、
ム
沃
L
て

L
i
で
は
な
い
。

A
D
R
は
M
W
N寸

my決
の
亡
め
の
社
会
的
仕
九
谷
刀
多
仁
川
川
江
窓
を
聞
く
7
G
の

と
あ
り
、
解
決
月
1

卜
の
多
一
存
に
は
そ
れ
山
体
、
汁
広
円
伴
家
に
ー
一
っ
て
治
院
の
場
在
仏
げ
る
も
の
乙
い
え
よ
う
ロ
そ
し
亡

A
P
R
法
は
、

泊
来
法
律
家
が
分
に
片
山
川
し
ζ

こ
な
か
f
J
f
分
野
7
＼

非
法
伴
家
と
の
氏
問
ベ
ス
て
の
協
併
の
一
円
花
作
を
山
崎
一
リ
、
紛
争
心
事
者
向

の
対
前
の
促
進
会
通
じ
に
印
川
内
ト
品
川
ん
注
射
叫
ば
と
い
う
、
析
に
店
十
川
町
長
領
械
を
切
り
疎
く
川
ナ
榔
似
合
提
供
す
る
州
問
（
問
や
有
一
5
る
口
刊
仰
で
前
半
げ
い

料
か
す
る
よ
う
に
、

さド

現
に
、

出
来
に
は
な
い
、

ど
れ
と
と
J
U
に

A
D
丘
北
い
の
背
中
川
を
な
す
大
き
な
判
長
前
消
沈
い
は

専
門
家
の
役
割
認
識
に
も
松
市
ん
と
山
一
り
、
法
律
家
の
旧
米
か

ら
の
設
判
外
出
却
で
あ
る
惜
談

へ
の
沼
J
の
め
り
方
主
リ
フ
γ

イ
、
〆
ず
る
こ
と
に
も
つ
ム
た
が
っ
て
ゆ
〈
で
為
入
手
つ

に
は
、
裁
判
外
活
到
の
洗
練
は
、
裁
判
心
山
川
…
む
改
営
に
も
通
じ
る
は
？
で
為
る

以
下
て
は
｝
の
よ
う
な
問
題
悶
心
寸
ロ

ぃ
，
＼
つ
、
mJパ
り

IH
ド
つ
い

刊
で
い
た
戸
一
く
こ
L
Y

と
す
る

日
Z
A
小の

A
D
R

日
友
ー
は

に
切
な
ぬ
議
J

た
よ
う
円

IL 

ハ
〉
ん
斗
代
い
始
ま
っ
た
決
刊
川
で
の
調
枠
制
茂

｛
い
り
ゆ
る
J

円
法
調
判
。

す斗

る初
ょ 千日
ざ ！ill
ま仙
な家
令市
D 停
R 、
がミ見
存イ上
Ir lま
す！よ
るi< 

Jc( 
$ 
調
停

及
喜三

事

の
ほ
か
、
弁
護
士
会
、
行
政
関
係
機
関
、
民
司
団
体
診
と
E
Y一

日
本
は
、

阿川一
U
時
代
に
医
院
川
的
対
応
の
必
民
か
ら
ー
内
洋
り
法
待
統
一
社
司
令
」
被
安

L
～
。
し
か
し
、

凶
作
ベ
ス
の
法
院
に
寺
か
れ
た
近
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代
的
必
棺
利
義
誇
と
い
わ
れ
る
も
の
と
、
茶
阿
人
析
と
い
う
一
口
菜
に
代
支
さ
れ
る
よ
λ

ー
な
ヨ
久
ー
の
実
村
会
に
脈
打
つ
オ
活
MFM牝
1
／
の

削州町一、争点

！
；
f
f
 

ギ
ヤ
ゾ
フ
が
あ
っ
た
c

司
法
調
将
は

そ
の
落
γん
な
担
め

ワ
／
ト
フ
シ
ヂ
ィ
ノ
グ
J4
阿
る
役
説
今
、
川
ぎ
に
〕
て
き
た
こ
い
、
λ

ど
う
）
そ
の
た
め
も
占
め
れ
ノ
、
非
公
開
の
調
停
杢
で
社
会
的
に
強
L
V
場
な
る
が
ゆ
え
に
マ
一
の
主
ロ
の
主
刊
に
唱
が
”
苧
で
よ
コ
h
a
h
」
と
が
あ

れ
ば
、

法
作
以
外
の
f
h

合
法
伝
一
床
心
に
よ
る

mw予
処
埼
に
つ
ヨ
；
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い

の
は
マ
川
け
ら
れ
て
き
ん
三
こ
主
主

突
で
あ
る
n

し
か
t

；
地
に
、
「
一
刊
で
も
法
作
を
屑
に
れ
る
の
は
お
か
1

）
い
ー
一
い
う
斗
事
討
の
戸
本
依
然
ζ

し
て
、
長
務
の
羽
場
仁
ホ

ノ
＼
斗
寸
ヤ
」

「
れ
は
一
法
作
中
一
属
に
取
ら
な
、
解
決
中
一
明
む
i

と
い
｛
つ
意
味
で
も
あ
り
、
司
法
認
作
は
こ
の
し
さ
な
安
請
ー
二
、
ァ
ヂ

ず
る
側
面
も
有
す
る
も
の
で
あ
J

士、
r

い
え
よ
う
。

こ
の
寸
法
調
位
d

に
は
、
長
獄
中
山
ら
訓
栓
d

委
員
が
選
J

ば
れ
て
ふ
ノ
加
す
る
c

し
か
し
、
訓
位
d

は
あ
く
主
で
も
当
山
三
旭
川
B
d
J

る
も
の
で
、
調

U
一

九
九
委
只
心
選
任
J
b
ム
の
く
ま
で
も
批
判
所
、
EJ
）
が
／
り
つ
も
り
と
さ
れ
て
主
w
c

氏
慌
の

T
で
山

民
院
が
町
出
リ
ザ
け
す
る
A
D
H
と

は
、
本
質
的
L

単
な
る
も
の
で
あ
る
υ

もへ
J

と
も
、
日
し
同
一
A
y汗
は
非
常
に
長
い
同
作
山
も
お
り
、
実
際
に
も
五
要
な
役
割
一
古
来
た
し
て
き

P

、古一、ノ、

「
／
ヂ
ノ

MNν

峠
川
会
に
お
け
る
認
知
JUは桐山町
i
L
t
h
い
も
の
が
め
る
投
じ
の
報
通
か
れ
み
て
も
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
紛
下
、
日
可
法
M

調
停
心
境

二
持
ち
出
宍
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
多
様
な
紛
？
に
LL久
「
ず
る
大
き
仕
事
A

と
は
コ
て
い
る
ご
と
は
間
遠
い
な
L

｝
心
司
伝

九日日出後G）決1宇家ν〉杭域

川州い汗の
J

山
営
化
を
秘
一
は
お
司
る
窓
口
町
、
も
あ
…
γ

引
が
、
今
て
れ
じ
と
も
か
く

天
間
A
O
R
に
ι引
ず
る
強
力
と
日
明
争
w
h
と
し
て

一
同
法
制
停
は
人
l

叫
伐
も
丈
高
、
な
役
割
を
宗
子
〕
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
、
J

、
A
D
R法
の
品
川
三
を
な

rMUUい
ん
目
的
鴻
流
の
も
と
ご
、
司
法
調
停
に
お
け
る
法
作
家

の
役
割
い
咲
き
を
か
け
れ
ば
、
法
律
家
の
戦
域
の
拡
大
に
も
つ
一
台
、
川
ず
る
は
ず
と
あ
る
c

司
法
議
停
以
外
の
A
D
R
へ
さ
ま
さ
ま
な
分
野
で
、
相
談
、
円
情
処
却
、
あ
っ
寸
〆
九
、
品
件
以
y
、
多
む
な
解
決
活
動
を
夜
間
し

て
お
り
、
付
会
的
に
も
一
出
要
な
役
割
を
来
た
ー
ノ
て
き
て
い

こ
れ
ま
己
目
（
守
斗
ゴ
ロ
ト
i
h

会
心
ぷ
セ
〆
タ
ー
な
ど
、

、vhN1
｝

一
認
の
統
的
汁
？
を
除
h

て
は
）
法
律
家
以
外
の
人
々
に
よ
っ
て
選
一
刊
さ
れ
、
法
い
ヤ
ザ
ぶ
か
ら
の
協
約
も
限
ら
れ
て
い
～
。
ま
に
、
許
可
品
川
L
L
法

: f＂人法学； S9、＂Z27) 4ol CZiiiJP. n 



」

糸工
1
／
心
関
係
で
問
題
が
キ
ど
弘
い
工
う
に
、
解
決
一
円
動
は
担
債
で
の
提
供
に
段
、
つ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

料

R
Z
J
n
二
、
」
に
、
仇
吋
引
制
附
叫
仙
の
民
間
へ
の
持
政
ベ
け
は
」
作
家
こ
非
法
月
伴
家
、
、
の
誠
艇
の
場
J

「
υ
て
の
新
し
い
矢
口
紅

。、
i
i
l
 o
 

の
で
あ
る
が
、
ぷQ

O
 

フ」り

、
十以

A
n
υ
R
1次
に
お
け
る
パ
仏
律
家
、
す
み
て
ぷ
律
家
の
新

L
い
協
働

ノヘ
j与す

A
D
R
作
は
、
法
律
互
に
限
ぺ
J
Z
J
い
尺
閣
の
人
々
が
A
U
H
を
リ
ち
上
げ
、
山
市
中
営
ず
る
こ

山
内
叫
討
の
た
め
の
裂
件
の
一
つ

ζ
L
て、

A
n
u
R
の
実
施
に
当
ん
可
作
令
の
解
釈
迎
用
に
問
、
〆
専
門
的
知
誌
を
必
要
ノ
て
7
る
と
き
に
、

弁
場
町
士
の
功
一
一
心
イ
パ
ス
げ
る
こ
〆
｝
小
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
け
即
日
箔
笛
』
を
議
じ
な
日
れ
一
い
な
ら
は
J

ど
た
民
て
い
る
〆
A
D
R
法
ハ
条

れ
て
い
る
と
レ
、
有
ょ
う
c

も
っ
と
も
、
こ
の
ほ
山
尚
の
州
市
川
で
渋
律
家
日
ど
の
よ
う
に
役
に
立
コ
間
一
芦
ー
を
掠
慌
で
き
る
か
が
重
安
な
京
店
で

為
三
て
、
午
、
｝
に
、
」
L

新
し
レ
聡
占
に
つ
な
け
ら
れ
る
か
ど
一
〕
か
の
分
岐
点
が
あ
る
と
ど
わ
れ
る
に

民
間
A
D
H
C【
υ一
ち
ニ
げ
は
、
民
間
心
人
々
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
に
上
り
、
ー
人
間
心
専
門
川
uz古
川
か
し
つ
つ
、
弁
護
上
ピ
お
き
込
ん
で

進
め
ら
れ
る
こ
と
も
忘
る
コ
ま
た
、
弁
護
仁
白
身
が
山
中
心
と
な
っ
て
天
間
A
U
R
主
リ
ち
け
、
見
聞
む
さ
ま
ざ
ま
な

f
r
E
C専
門
家

を
巻
き
込
ん
で
、
f

刺
し
い
A
D
R
心
市
中
矢
を
提
供
す
る
こ
と
も
孝
之
、
り
れ
よ
う
っ
従
来
か
ら
、
作
地
り
一
パ
設
！
ん
誌
が
仲
裁
で
‘
〆
タ
ー
か
ら

斗
ら
ト
げ
運
宮
し

、
ァ
て
れ
は
為
る
昔
一
品
…
川
公
的
LG色
彩
の
お
る
A
D
R
と
も
い
え
工
、
っ
。
こ
れ
、
目
、
つ
は
、
工
わ
ノ
「
て

間
サ
ィ
ー
の
汁

i
ピ
ス
之
、
〕
亡
、
仔
舎
の
弁
護
？
？
の
グ
ル
ー
プ
ゃ
あ
勺
い
は
何
人
の
弁
昔
日
l

？
っ
特
色
あ
る
A
O
R
V
立
ち
し
し
げ
る
》
い

う
こ
と
も
考
え
、
ア
れ
よ
う
（
昨
凡
な
」
の
よ
う
な
構
想
J

十
三
一
九
現
に
移
、
三
J

つ
あ
る
弁
護
も
た
ら
れ
る
）
v

A
P
R
法
の
も
乙
で

C

C
八
年
末
時
ー
ま
で
に
認
一
J
を
受
け
た
民
間
A
O
R
は、

E
本
ス
ポ
ヲ
リ
ノ
υ

一
ふ
機
構
（
ス
ピ
山
、
，
ノ
に
闘
す
J

、
ト
八
阪
弁
皮
士
公
、
京
都
h
Fム
ヤ
此
士
九
百
、
様
浜
介
護
士
会
、
愛
知
県
弁
護
1

仁
会
、
兵
庫
民
弁
護
上
会
（
以
！
の
弁
譲
土
台
A
D

R
は
氏
事
に
持
す
る
紛
争

を
汁
仏
本
ζ

ず
る
。
）
、
川
町

U
法
八
家
一
冠
制
4
r
u
円
必
ム
ム
ヘ
日
造
物
黄
門
J
パ
う
に
却
す
る
紛
jp）、

k
R法
人



円
動
車
桜
山
一
羽
毛
一
正
副
叩
訟
七
シ
タ
i

（絞
A
m
一司当（
H
r
h十
二
悶
す

、
大
阪

i
地
家
い
原
則
査

i
会
、
没
M
M
旧
小
上
地
家
屋
川
州
査

i
会

、
以
卜
の

A
D
H
は
v

地
の
境
界
に
関
す
る
紛
争
を
対
象
と
十
ゐ
）
）
、
じ
同
法
人

1
一
仏
尚
『
d

仲
裁
協
会
（
出
－
…
紛

与
）
、
社
団
法
人
ヨ
本
消
費
牛
山
小
川
ア
ト
パ
イ
ザ
；
」
J

、J
サ
ル
夕
、
〆
卜
協
ゑ
ヘ
弘
之
制
攻
引
に
閑
ず
る
紛
与
）
、
叫
財
団
法
人
全
同
中
市
人
ド

業
取
引
張
凪
／
協
公

二
人
川
取
引
込
J

に
閑
寸
る
扮
ム
士
、
京
都
山
川
社
会
保
険
労
務
上
会
、
合
一
同
門
社
会
保
附
労
務
会
述
甘
ム
ム

（
以
！
の
什

労

i
ムム
A
D
H
は
労
山
間
関
係
紛
争
を
汁
争
ハ
と
す
る
ロ
）
、
神
公
川
戸
F

司
作
ぎ
ム
仁
会
、
同
古
川
1

中市一

i
会
ヘ
以
上
の
川
法
書

i
ムム
A
D
H
は

民
主
ず
に
対
す
る
J

低
下

（
仏
労
引
の
似
額
が

河
心
万
司
J

以
、
け
も
の
に
限
る
）
を
対
象
と
す
る
U

）、

川
本
一
副
券
業
協
会
入
4
隊
、
品
開
品

η
取

引
に
問
一
2
0紛
争
～
、

以
い
法
人
ポ
京
布
中
小
企
業
況
興
公
杜

（
一
話
取
引
当
に
持
「
司
令
紛
争
て

U
M
い
法
人
ソ

7
f
ウ
コ
ア
日
報

t
J

、
ノ
フ
ー
、
ゥ

f
L
L
m川村
L
P
9

る
紛
争
て
社
引
法
人
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
一
ノ

l
協
会
（
労
働
損
保
紛
争
、

i
九
絹
認
係
等
に
鳴
す
る
紛

争
）
、
雫
業
耳
止
五
務
家
協
会
（
事
業
与
平
に
夜
、
T
2
7
C
M
初
予
）
が
お
る
c

そ
、
れ
ぞ
れ
か
独
自
の
組
占
J
J
L

氏
慌
の
。
人
々
と
法
作
家
と
り
は
山

ソ
づ
ウ
ユ
ア
紛
令
解
決
七
〆
々
ノ

l

タ尚
一
千
凶
ヲ
？
っ
と
し
て
い
る
例
え
ば
、

lふ

le' 

ノ
ソ
L

ウ一
L

ア
分
野
心
技
術

tdや
弁
護
ー
ら
が

協
働
し
て
、
ソ
F
ド
内

J
J
山
肌
禿
を
め
：
。
紛
H
Y等
rL
熔
渋
に
当
た
る
も
の
で
み
7
9
へ

こ
れ
ら
以
外
に

b
例
え
ば
、
ぷ
療
事
故
に
つ
い
て
医
療
者
、

リ似
ι
土
有
国
体
つ
の
協
働
山
よ
け
、

w
v
t

一汗
f
H

弁
議
士
、

町
長
叫
ハ
、
人
t

ル、

九日日出後G）決1宇家ν〉杭域

パ
人
ー
ル

2
い
ス
ノ
［
｛
ん
を
し
な
や
か
ら
紛
争
解
決
を
め
ざ
ナ
松
戸
J
A
D
E
K
と
も
、
－
d
l
v
を
口
持
し
て
池
小
結
が
注
さ
れ
て
い

D
R法
だ
け
で
な
く
、
金
融
商
品
以
引
法
に
基
づ
く
認
定
投
資
者
保
護
団
体
、
rご
）
て
の
全
般
・

ま
I
f

huR4vυ
？
り
し
し
げ
、
つ
れ
て

A
D
R
4
H
の
包
も
と
で

の
由
一
寸
門
什
ヶ
有
す
る
と
認
め
ら
れ
ιつ
も
の
に
つ
い
て
、

A
D
R
 

い
る
一
さ
、
り
に

条、5大
/ L；三

い戸

川ー

や

事
業
fll 

Ni 
尽γ 
た

る

す
る
応IJ
j叉

新

る

（
斥
来
活
力
再
刊
特
別
拒
革
法
阿
八

古
一
九
ノ
戸
d
｝
今
ノ

v

一、

一、／［

C
i

－

j

l

A
D
R法
は
、
裁
判
江
外
日
新

L
い
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス

什
ド

i
f
し
と
い
γ

句
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
非 A 
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料

法
律
家
〉
伝
作
家
の
協
働
J
E
l
h
h
k
げ
る
ど
」
い
小
叫
僚
と
な
り
つ
つ
J

める
P

こ
れ
ら
は
、
店
内
伴
家
二
と
う
て
、
従
来
、

l
分
公
開
J

つ
宇
し
て

z
の
る
い
司
一
回
、
社
会
心
八
、
さ
以
溺
流
が
あ
る
と
E
U
わ
れ
る
c

明白人

ι
お
い
甘
苧
J

童
十
草
と
い
う
こ
ー
と
は
烹
法
一

市々

よ0 

t見
メ上二
刀t
ナ、
υノ

匂
ηJ 

日え人法ナ 5り i.22初、 τ弘、zor〕9 7 

な
か
っ

い一一汁
J

V

と
折
、
〆
い
悶
守
の
活
援
を
切
り
開
レ
て
ゆ
く
ん
人
機
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
c

ノヘ
j与す

四

A
n
μ
R
ム
l
ブ

メ

デ
f
の
社
会
的
潮
流
と
展
開

、L
の
よ
う
に
、
司
法
調
停
以
外
片
山
、
民
閣
の
子
で
及
刊

ymの
umy時
プ
ロ
セ
ス
ケ
ぃ
抗
供
し
て
つ
乙
い
う
政
き
ド
活
必
に
司
っ
て
き
て
い

る
の
は

で
あ
ろ
う
か
。
そ
り
背
同
点
に
は

相、以ヘ
J

成
説
に
作
っ
て

軒
々
人
を
名
実
と
も
に
か
け
が
も
え
の
な
ρ
存
在
と
し
て
訟

氏
、
あ
ら
【
い
す
匂
相
会
開
淵
川
貯
の
構
築
や
運
営
に
お
二
｛
、
伊
々
人
の
松
f

川
氏
な
尊
重
が
め
ざ
さ
れ
る
べ
き
だ
と
川
う
気
遣
の
感
り
上
h
M
h

、

こ
れ
を
戸
払
μ

ち
が
止
活
1
て
レ
る
あ
ら
一
ゆ
る
場
て
な
た
ち
山
ー
せ
が
実
用
出
し
よ
可
と
取
ち
組
む
時
代
に
な
〆
た
の
で
d
R
る
－
日
本
心
寸
法

制
度
改
革
は
、

一
の
よ
う
作
品
川
流
の
中
で
滋
め

い
え
上
う

紛
争
に
N
い
て
、

相
別
々
人
の
椙
i
的
な
九
時
前
む
観
点
に
f
u
一
っ
て
、
汀
い
に
納
付
の
い
く
解
決
を
自
分
丈
ち
で
生
み
山
す
た
め
心
第

の
ち
伝
は
、
相
川
臼
の
話
し
合
い
、

つ
ま
り
ハ
YJ芯
ご
あ
る
っ
そ
の
対
話
は
、
戸
の
よ
き
な
者
や
祉
会
的
有
力
主
が
勝
つ
と
い
う
よ
ぷ
な
も

可

ノ

戸

、

。

～

p
h

，、、

じ
一
l
J
K
X
〈

相
互
に
声
な
胞
き
ん
口
、
v

ノ
公
ヲ
立
い
川
町
市
だ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ（り？
o
h
m

－4
人
公
一
ι
h
H

対
話
は
、
法
年
の
杓
山
’
w
h

ず
る
河
的
で
オ
ャ
ル
－
L
T
4

ア－
1

ア
ヅ
／
、
〆
ゲ
の
捻
引
‘
義
務
ス
午
？
ム
で
は
な
く
、
個
人
ぜ
の
一
事
支
の
状
山
に
迎
合
し
つ
つ
公

rrで
だ

軟
な
解
決
す
創
造
寸
る
こ
と
を
川
4

能
に
す
る

A
D
R
法
は
、
公
古
止
な
汁
お
に
唱
す
匂
創
造
的
な
制
川
決
を
促
進
、
亡
主
J

と
F
る
対
闘
の
努

ハω
命、、

汁
ポ
ー
ト
し
よ
う
こ
す
る
1t
の
〉
一
い
争
、
ょ
う
っ

川
奈
の
活
動
を
一
日
一
比
定
し
て
み
る
と
ど
λ

い
に
ろ
う
か
が
述

「
h
J

の
よ
う
に
、
紛
争
鮮
民
は
法
作
家
り
独
時
一
場
／
三
九
六
ら
札
で
き
た
り
そ
の
中
心
は
、
裁
判
で
ふ
ぬ
る
U

司
法
研
修
町
九
七
中
心
乙
し
ト
、
こ
れ

A
D
R
作
の
山
付
且
H
h

に
も
な
っ
て
い
る
こ
の
日
仏



ま
で
の
い
店
内
設
以
ン
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
、
裁
判
拘
束
読
へ
の
執
迭
を
中
心
～
出
弐
に
敦
古
♂
行
わ
れ
て
き
ゃ
ん
ハ
ヒ
し
か

の
ン
ス
｝

J

、斗
J

品、

d
f
f
 

川
心
に
あ
る
法
を
グ
ィ
レ
ク
ト
ピ
反
映
ト
ー
る
紛
心
J

解
決
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
決
刊
が
最
終
的
な
格
別
保
障
の
詳
の
役
叫

mr……
z人

す
乙
そ
の
立
味
で
裁
判
け
こ
れ
か
、
コ
ヲ
色
、
き
わ
め
て
平
交
な
h
H
Y
煮
を
保
持
、
〕
川
悦
げ
な
け
れ
ば
ん
ず
り
な
い
J

）
か
し
そ
の
外
側
に
は
、
竹

設
－

A
停
な
ど
幻
ミ
D
R
、
み
の
更
に
外
聞
に
交
渉
、
そ
ー
ょ
に
こ
れ
り
の
日
山
政
、
市
九
般
に
わ
ヒ
っ
て
ハ
川
み
込
ひ
ょ
え
に
え
え
る
相
設
な

〆
）
、
広
大
な
が
凶
れ
！
の
領
域
が
あ
る
n

裁
判
は
あ
く
ま
で
本
は
の
日
弓
ー
で
あ
り
、
水
面
下
に
は
門
大
な
水
の
塊
が
隠
れ
て
い
る
」
れ

ら
の
全
体
か
什
会
に
？
い
い
か
J

て
ダ
タ
山
市
な
窓
を
開
川
、
て
ん
ぬ
伊
九
円
し
、

組
々
の
ブ
ロ
ヒ
ス
を
川
浩
L
て
公
主
で
約
何
日
よ
け
〈
創
造
的
白
川
所
決
が
同

ら
れ
る
こ
こ
が
、
社
会
に
お
け
る
正
義
の
総
量
を
韮
か
に
す
る
こ
三
九
つ
な
か
る
て
詰
ろ
う
。

今
一
ら
の
治
訟
の
陸
’
行
ト
f
v
A世

め
て
広
く
冊
子
、
れ
て
い
る

て
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

2
思
う
（
本
稿

ι込
山
一
ポ
を
参
照
邸
レ
た
い
）
。

現
代
心
付
会
に
止
さ
る
ぷ
た
か
り
は
y
t
で
も
、
目
山
間
と
1ρ

恒
hγ
一
求
め
、
何
事
て
あ
れ
i

一
分
一
ゲ
？
で
自
作
品
h
に
考
え
、
納
得
U
行
く
つ
口

ゼ
ス
と
同
一
決
と
求
め
て
い
る
個
々
人
は
桐
日
に
依
十
月
μ
し
こ
社
会
午
前
乞
送
A
V

以
一
一
、
個
々
人
の
店
作
性
は
桐
互
的
に
尊
重
さ
れ
？
へ

九日日出後G）決1宇家ν〉杭域

G
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η
ム5
 

A
↓ムつ｝
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こ
の
よ
う
な
背
奈
の
ム
ヤ

fZ川
許
可
〕
亡
み
る
必
裂
が
あ
る
の
で
は
な
か
λ
う
か
つ
h

ナ
十、f八以

き
で
？
の
司
令
F

個
々
人
心
州
立
的
な
y

阜
市
は
、
公
一

ιん
め
い
刈
訴
を
県
本
L

す
え
る
ブ
汀
セ
ス
立
は
じ
め
て
深
障
さ
れ
る
つ
一
，
い
も

西
洋
ー
か
ら

見
越
し
H

も
之
、
り

5
れ
る
も
の
で
は
な
く
＼
広
に
ち
が
相
斗
の
必
話
の
中
で
そ
の
内
容
や
恨
拠
を
止
f

本
し
、
樹
立
ド
（
山
中
ご
い
当
性

ー
ピ
吟
日
以
し
更
新
し
な
が
っ
釘
り
げ
る
べ
き
も
の
で
為
る
い
紛
争
解
決
の
ゾ
日
ム
ス
y

じ
で
き
る
だ
け
人
々
、
ω
白
沖
牲
を
尊
重
し
作

合
対
話
に
よ
る
ャ

ζ
p
e
基
本
と
、
）
つ
つ
、
多
様
で
判
明
、
）
や
ず
し
も
の
を
犬
、
ζ
怖
け
れ
ば
ん
ず
り
な
い
J

そ
の
よ
う
な
公
正
な
対
話
ピ

一
八
一
り
、
法
作
の
杓

f
宏
煮
な
溺
じ
ー
を
記
、
ん
る
斜
品
一
的
！
な
解
決
が
川
ぷ
以
と
な
る
v

こ
の
よ
う
な
気
泌
が
A
O
R法
の
心
円
設
に
あ
る
ミ
t
は

品百」に？のた
MM
、
ユ
ご
7
4
f』
ノ

」

f
dゐ
こ
、

法
作
家
心
役
訳
、
弘
、

つ
ま
り
、
紛
沼
解
決
心
土
役
は
あ
く
ま
で
ー
さ
て
の
当
事
有
個
々
人
で
あ
り
、
法
律
子
亨
は

の
人
々
子
い
か
ん
な
く
打
怜
刊
Jfパ
訂
折

し
て
公
？
な
付
話
を
活
じ
に
釘
芯
邸
内
仙
解
決
の
採
れ
本
を
一
行
う
こ
〆
｝
が
で
き
る
一
払
う
支
援
し
、
ま
に
い
抗
予
と
の
認
が
加
の
中
で
解
決
心
内
び



料

や
理
比

一
つ
ま
り
王
当
作
）
を
当
事
者
け
身
が

i
分
に
吟
叫
し
釘
目
牲
も
苛
揮
で
き
る

t
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
、
そ
の
重
忠
hu役
割

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
h

ノC

ノヘ
j与す

実
ぶ
に
J
E
、
ャ
の
よ
う
な
税
庁
…
か
え
相
談
、
交
法
、

九九口
R
に
伝
け
る
法
的
主
践
の
技
術
ド
コ
い
て
長
務
家
の
関
心
J
U

品
ま
り
を

日
一
去
、
臨
床
心
地
、
社
会
山
町
u
干
仕
こ
に
も
は
凡
ノ
5
学
際
的
元
研
冗
；
？
な
さ
れ
る
F

で
つ
に
な
り
、
実
務
へ
の
、
そ
し
て
宗
務
か
ら
の
フ
f
v

ド
パ
ヴ
ク
が
日
始
ま
っ
て
い
る

日
本
D
A
H
R
掛
川
ん
の
中
心
中
一
、
立
す
仲
裁
矢
口
R
法
学
会
や
、

九
日
日
実
務
拡
が
長
い
安
践
技
～
析
。
育
成
な
と
に
も
取
り
剤
む
け
＋

沖
裁
人
目
前
ム
六
日
ど
も

ト
大
学
、
あ
る
ー
、
は
、

心
中
で

υ一
ち
ト
円
ー
コ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
工
、

ロ
ー
ス
ク
ル

を
九
円
九
］
十
九
学
涜
に
お
い
と
も
、
桔
談
、
ー
父

vw、
A
D
R
｝
て
祝
貯
に
入
、
れ
た
実
九
州
明
設
立
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

ぷ
J
b
口

l

ス
ク
ー
ル
寺
で
桔
談
、

A
P
R等
の
利

RPA）科巾
1
し
と
い
る
）
U

野
村
支
配
吋
教
授
～

ιパ
阪
大
学
）
が
巾
ヤ
こ
な
二
、
レ
る
工
八

学
問
i

父
叫
コ
ン
ペ
ア
ノ
、
ン
ョ
ン
一
は
、
ま
さ
に
凶
際
的
に
ー
も
活
躍
て
き
る
交
渉
お
を
古
川
胤
L
E
う
と
い
ヲ
る
、

U
本
C
代
ι
ム
的
以
宝
九
一
段
的

教
育
ゾ
ロ
ァ
ラ
ム

い
ご
つ
し
江
川
流
C
中
に
け
置
づ

交
渉
や
A
D
H
に
保
す
る
品
川
究
所
を
試
行
る
大
”
γ
も
増
え

リいク。、」
L
〆日町出マ、、
J
ζ
l
Jふ

A

ノr
五

結
ぴ
に
代
え
て

法
律
家
は
旧
日
司
、
パ
夕
、
ー
ナ
ワ

3
ア
イ
F

ク
な
受
精
叫
で
品
広
山
一
法
伴
知
識
こ
法
的
判
断
J

乞
友
人
に
与
え
る
守
門
J

家
、
そ
、
J

て
子
れ
を

裁
判
ζ

い
う
ル
ー
ト
に
送
れ
τ竹
一
れ
専
門
家
ぐ
い
う
イ
メ
ー
ジ
今
一
山
円
負
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
と
述
べ
た
よ
う
な
司
会
的
ム
ー
ブ

メ
〆
ト

Jrp宗
と
1

て
、
法
作
家
抽
出
は
転
敗
1

｝
始
め
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
の
」
法
律
家
は
、
紛
争
に
自
制
ず
る
人
々

J

f

i

 

J
 

の
人
、
々
の
内
に
人
ノ
て
ヘ
ム
リ
ば
対
討
を
い
怯
均
し
、
政
判
れ
の
段
階
に
州
知
ゴ
心
価
値
を
μ

い
に
山
川
し
、
中
i
事
者
に
よ
る
ヨ
件
的
で
釘
民
的
日
解

l以人法ナお i.22i32.、τ己的、zor〕＂・ n 



一ど

決
を
制
批
准
す
る
と
い
う
J

剥
し
い
専
門
料
い
を
身
に
右
け
亡
命
同
伴
す
る
1

比
い
と
い
円
高
の
専
門
家
」
ー
は
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
引
ム
以
H

円相い

て
活
躍
L
て
い
る
さ
ー
さ
ま
以
北
聞
の
人
々
と
の
協
鈎
可
也
、
｝
て
、
新
市
」
hu
枇
域
を
別
記
す
る
ミ
yF
）
い
巾
’
で
き
ゐ
！
と
問
L

号
、
，
v

れ
L

け
で

ん
ア
＼
旧
世

に
お
い
て
3
0
、
仕
山
中
」
を
よ
り
洗
練
さ
せ
、

ク一
y
イ
7

〆
ト
の
い
っ
モ
う
の
一
利
用
主
促
に
よ
れ
〆
什
い
く
深
い
純
M
m
r

わ
た
っ
て
付
会
＼
の

H
献
を
果
た
す
、
」
と
が
別
件
で
き
Q
ζ

、
引
払
は
考
え
て
い
令
。

日
本
の
A
D
H
の
例

人
科
↓
池
心
弁
認
上
ム
十
日
あ
っ
せ
ん
・
件
絞
セ
ン
タ
ー
～

京
日
弁
護
i
会
為
っ
ゃ
ん
・
沖
裁
セ
ン
タ
ー
、
第
一
東
京
、
R
護
士
会
沖
政
セ
／

タ
l
、
第
二
東
京
弁
諮
L
L
ム
日
付
故
セ
ン
ャ

l
、
た
パ
阪
弁
一
夜
士
夫
い
氏
雫
紛
争
処
苅
μ
じ
〆
タ
ー
な
ど

境
界
間
程
J

境
単
パ
問
川
忠
信
談
七
ン
タ
l
お
お
さ
か
、
山
県
尽
1
池
家
屋
調
査
L
L
会
境
界
紛
pp併
決
ヒ
ン
タ
ー
は
ど
c

な
お
、
築
界
お
む

制
度
一
不
刻
一
段
登
記
同
二
一
条
以
「
～
も
経
界
中
υJ怠
の
惇
決
に
台
、
す
る
栽
判
外
解
決
制
度
予
、
為
る

（
社
）
日
本
丙
事
仲
裁
協
会

〆
江
川
費
名
関
係
＼

生
三
部
出
費
者
被
L
一
流
出
岳
民
会

－
円
川
）
一
ふ
氾
製
品
川
r
L
，
一
ン
タ
l
、
（
射
で
白
川
山
中
製
造
物
宇
H
C川
畑
談
ア
〆
タ
i
、

九日日出後G）決1宇家ν〉杭域

位
十
十
味
古
川
r
r
i
7片
ン
ゲ

i
、
三
葉
口
川
U
V
L
己
ン
タ

i
、

1
f
l
i
l

－

－

 

l'.1 

l主
!tJ 
門

』長
興
／ 

タ

i;i; 
！日
門

／ 

タ

財
王
台
市
ぷ
人
工

協
た
・
消
川
県
九
古
川
出
裂
け
m
p
I
山
一
ン
タ
i
、
右
民
五
任
市
間
法
人
区
亡
ス
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ン
行
力
、
丸
サ
「
ハ
v
w寸
ー
ル
・
す
ン
ラ
イ

ン
メ
一
ア
イ
ア
ン
ョ
ン
プ
ロ
ジ
γ

一
ク
ト

一叫（
3
2
J
C）
な
と

当
日
飢
似
・
訓
存
な
ソ
一
同
係
〉

合
一
同
銀
行
協
会
銀
1
1
0
ろ
ず
相
談
所
、
信
託
協
会
伝
託
相
談
所
、

生
命
制
険
協
会
・
バ
寸
ム
叩

じ
本
損
害
保
険
議
会
組
ι
古
保
険
調
停
委
民
会
、

E
i小
司
引
相
一
去
力
叫
ん
古
、
じ
本
有
円
山
万
物
取
引
吋
叫
ん
式
、
］
紀
子
H
L業
口
出
収
引
所

1
4
h
ヘ見
H
J
R
A［、

1
1
4
己「

（
紛
争
沖
介
妥
門
司
パ
九
豆
、
車
京
穀
物
商
丙
取
引
，
W

へ
紛
争
叶
fγ
委
員
会
）
な
乙
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料

〆
性
宅
・
不
動
斗
庁
・
建
設
卜
士
事
関
係
J

件
干
也
弁
護
士
三
）

建
設
i
事
紛
争
審
査
会
、
出
た
ビ
ド
ぃ
A
L
紛
争
処
皿
機
関

ノヘ
j与す

交
通
事
故
関
係
一

正
」
以
寸
h
J
犯
進
機
構
、
甘
や
｝
ぷ
口
問
P
L
t
ン
ャ
な
と

ヨ
ガ
連
父
通
事
故
相
該
点
、
二
？

一
財
）
交
通
山
下
役
紛
？
処
担
L
T
、
ノ
夕
、
、

（
全
国
判
読
所

保
険
・
共
泣
帆
刈
斗
b
u
点
機
構

ノ
海
事
関
係
）

山
ガ
働
苅
係

せ）

E
本
海
運
集
会
所

州
肝
別
け
万
時
間
河
係
紛
争

η
解
決
心
ね
主
に
河
ず
る
法
体
れ
い
に
い
色
づ
く
祁
道
府
保
労
働
吋
紛
争
認
受
委
員
会
片
山
点
る
為
：
て
ん
、

船
h
H労
働
委
員
会
、
中
央
労
償
委
立
会
、
地
ク
ガ
般
安
見
合
へ
京
？
忠
、
な
お
救
河
川
？
一
可
般
事
判
軒
、
九

日
本
知
釣
羽
音
仲
裁
七
J

タ

l
、
ー
人
化
汁
梓
伶
権
紛
争
解
決
幹
波
長
只

（
特
許
法
七
一
条
）
も
特
長
C
H
H
術
的
節
団
を
か
ノ
く
る
川
利
下
に
つ
い
て
、
裁
判
外
で
の
解
決
に
資
す
る
制
皮
で
為

2

川
崎
対
円
涜
｝
崎
市
／

な
一
泊
、
判
f
t
M
刑
皮

プ
包〉

仏
火
山
土
芯
同
時
〆
〉

〆
ザ
相
主
関
係
ゾ

／
ス
ポ

i
－

一
ヘ
山
山
口
等
調
笠
を
只
会
、
部
道
府
県
公
需
寄
配
会
、
東
京
都
公
山
者
木
正
九
一
目
、
建
設
i
事
紛
争
審
査
会
な
ど

凶
税
小
服
審
判
円
川

凶
地
釘
川
町
相
手
処
川
町
手
、
は
会

リ
ギ
ヌ
ポ
i
y
仲
裁
機
構
（
羽
生
斗
A
D
R市
主
主
者
川
市

財
J
r
v
動
淀
川
山

財
）
向
給
支
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相談

交渉

解決交渉
取引交渉

予防法務
戦略法務

ADR

ADR

コンプライアンス

裁判上の和解

法

裁判
裁
判
外
活
動

交渉

裁判

相談

調停 幹旋

仲裁 苦情処理

波及と
汲上げ

弁護士 主体＝当事者

媒介

正当性─対話─自律性

媒介

●多様なプロセスの創造
●プロセスと運用の改善
●法の継続的刷新



料

i
v
A
U
R
L
H
A
r
つ
い
て
は
、

4
林
獄
一
裁
判
外
紛
争
山
刑
法
促
在
三
い
商
事
以
称
、

証
制
以
力
／
ド
γ

メ

J
n
v

断
説
”
一
協
U
似
川
版
、
二
一
コ
ハ
日
比
f

、
山
ド
利
彦
山
出
う
へ

ば
γ

ー、〉
Z
り

i
i
μ
 

二
）
）
八
’
l
刊

、〈一
I
J
H

と
い
川
、
和
出

f
字
、
相
同
一
平
ヘ
精
着

A
U
R
仲
山
〆
法
F

J

本
♂
」
弘
前
社
、

ノヘ
j与す

一、2
）九山
J
T

一山
l
法
l
二
長
は
「
＃
設
！
で
よ
快
い
廿
は
、
報
川
和
予
得
る
目
的
k

訴
訟
事
件
之
の
但
↓
伎
の
し
白
山
市
件
に
問
、
〆
一
て
詳
定
、
れ
川

町、
h
円以
v
u
L
く
は
ず
伊
前
t
m
w
他
の
法
組
事
務
い
y
～
取
り
扱
ハ
、
リ
へ
は
ニ
れ
ら
の
い
同
京
王
じ
る
と

r一
Jγ
木

ζ

一oJ
る
こ
と
刀
γ
ふ
人
に
c

？
た
し
、

こ
の
誌
悼
Jd
へ
は
仙
の
リ
パ
伊
に
川
”
そ
の
定
J
J
t
川
忠
る
域
白
は
、
こ
お
U
1
T
り
p
h怖い

J
一
規
定
証
J
て
お
旬
、

M
W
Y
抑
制
法
ほ
ん
般
に
じ
た
コ
仁
二
山
一

説
定
の
い
向
町
よ
と

2
付
る
と
削
併
科
さ
れ
、
l
V
7
Q
ド

ヘS
F

I
八岸
um
士
一
疋
品
店
山
ド
八
百
に
お
け
る
対
話
心
ど
ま

ζ
L
て
ぞ
み
川
護
十
支
持
法
律
湾
民
二
一
ー
一
川
、
九
日
リ
川
す

ι
4
J

〆
己
丈
」
九
一
三
コ
ネ
バ
｝
〕
＼
＼
S
J
J丈一吋た

J
Y
J

に
v－
ず
〆
い
c

一
一
こ
こ
の
さ
ー
、
？
で
け
山
詞
f
h
は
検
派
市
査
会
♂

M
r
p
、
巾
尽
の
↓
法
書
畑
、
ど
勺
ん
rrん
し
て
一
さ
そ
一
制
川
勺
一
い
う
こ
／
）
つ
で
き
F

匂
一
た
ど
、
副
仔
去

回
日
ハ
ば
、
寸
一
く
般
山
氏
か
二
一
E

？
宍
さ
h
る
ー
も
の
立
は
な
レ

士
三
裁
判
一
昨
は
「
調
作
ま
員
ば
h
T
U

権
心
の
3

伎
に
携
わ
匂
出
家
小
、
お
什
一
で
め
り
、
立
小
同
拡
が
必
要
て
の
る
L

と
＼
ゐ
一
心
以
t

外
同
注
刊
の
、
十

護
士
全
両
伴
走
い
口
に
選
伴
ー
な
h

政
い
を
し
一
二
G
c

し
か
［
、
心
人
司
r
A
F
？
に
い
自
白
川
町
民
が
珂
叫
す
さ
れ
て
お
打
、
町
杭
ぺ
さ
な
中
ロ
也
と
な

り
｛
｛
色
。

ヘ7
一
ら
ん
y

え
ば
、
二
一
一

1
q
r
J月
以
降
町
内
市
F
れ
た
も
の
だ
け
で
よ
、
耐
岳
山
偽
長
さ
札
r
k
寸
ル
の
辺
「
出
L
菅
川
市
V

負
担
や
め
く
、
る

平
案
一
偽
去
に
法
的
立
に
は
な
い
が
、

r

一
れ
ぞ
れ
が
何
ら
か
っ
～
凶
パ
伝
ど
し
ぶ
け
れ
は
刊
訂
以
川
に
札
口
主
人
工
主
凶
行
慌
て
の
萌
停
J

（
川
常
川
筒
誌
）
、

ひ
日
に
や

U
一
牛
込
ラ
ク
タ
1
知
山
肘
が
調
停
事
件
一
市
川
主
制
裁
）
、
川
川
仕
z

目
算
半
4
z

一
明
同
に
附
ハ
設

P14↓
ぺ
主
物
処
珂
去
の
負
担
を
ふ
り
L
J
J

詞
d

行
事
乍
l

f

t

ヘ
一
以
川
同
哉
、
。
事
A
U
けA
布
十
一
山
閉
山
八
十
」
調
ー
ザ
h
f
刊
－
裁
判
－
町
ム
ヘ
町
、
、
滋
望
峰
叶
U
H
件

FI
札
の

1
位
円
い
U

十
日
日
前
世
材
用
の
た
め
の
時
疋

謂
f
〕
凸
手
什
（
大
阪
罰
法
、
、
お
街
道
か
っ
松
下
霞
阜
市
に
け
川
す
る
談
合
に
－
t
o
不
当
利
得
、
ソ
返
湾
立
、
不
調
九
円
ヰ
件
一
東
京
白
及
＼
メ
I
y
f
t
p
J

べ
l
p〆
叶
負
柏
戸
調
停
車
件
ヘ
東
京
肌
判
官
立
ち
な
と
b
あ
る
c

一O
O
一
な
一
品
、
仲
抜
一
二
J
h

て
は
、
川
町
来
日

UAZ！
を
は
不
的
に
丘
ぷ
）
1

仲
裁
法
一
日
、
ノ
仁
臼
午
仰
い
司
に
柿
ノ
刊
さ
れ
、
出
世
抗
原
山
バ
ベ
一
い

iu

珂
灯
人
々
川
鴻
慌
に
よ
る
付
設
傑
珂
t
J
壬
川
酌
ピ
ご
守
山
wmえ
は
、

u
下
羽
宇
打
及
点
火
、
本
海
辺
車
会
品
川
な
l
こ
、
沼
内
外
の
一
ま
ざ
ま

な
粉
干
の
前
決
片
出
店
vx
れ
て
し
る
）
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ぺ

Q
こ
戸
、
凶
尚
久
衿
争
解
伐
と
勺
タ
ー

の
代
友
切
と
あ
ム
旬
、

ヘ刊川）

r
q
＼
＼
当
者
J
1
ヨ
O
｝小川
C

V

＼
同
〉
d

ム
ω
c
d＼
〉
ロ
国
＼
】
昨
日
3

2

弓
吉
見
当
仏
勺
川
ア
ヨ
一

一斗
v
t
z、
ヘ
＼
；
4
1
C
｛
品
ズ
三
宅
ン
一
一
司
＼
三
一
2
7
2
ι

な
ぺ
「
払
1
h
、
ソ

yvh
～
工
ア
桁
争
併
決
F

ン
タ
ー
の
あ
っ
干
し
人
・
叩
蒜
2

三
位
川
主

／
し
、
悶
J
し
て
い
る
）

（
口
｝
－

zu
、＼
2
T
b
m
E
Eロ｝》＼
m
t
H
F
釦＼
r
h
w
Z
2
2
5
ω
E
2－

一寸J
）
州
、
九
回
日
仕
団
法
人
？
本
損
千
「
似
険
協
会
に
「
一
い

t
、
王
ゼ
イ
マ
5
2
Z
£
c
七
月
g
d
芝＼
1
y
C

二一
E
d
＼民主主
C
M
C
叶
こ
r

ヨ

一
日
止
一
こ
れ
ら
の
ほ
ハ
J

に
、
守
本
的
川
小
川
ピ

ν
ョ
ン
乙
し
て
州
γ
え
山
川
、
山
け
い
や
ダ
ム
な
a

ケ
υ
仕
公
資
本
時
需
の
逃
山
h
t包
」
早
父
、
一
片
成
立
こ
か
巻
き
込

ん
で
f
l
l
v
f
」
く
る
P
A
f
h

ざ
一
一
な
紛
争
行
解
決
に
ミ
ア
ィ
一
イ
ン
ゴ
ゴ
ゲ
｝
以
下
、
ノ
ヘ
ち
ん
で
町
立
な
と
も

U
わ
れ
て
い
る
一
？
？
一
一
父
辿
川
河
口
［
会
「
父
ヨ
政

策
叶
実
川
『
社
会
人
員
木
柊
桁
心
人
舟
円
形
成
円
市
ん
い
の
一
め
の
メ
一
ア
ィ
「
ン
コ
ン
導
J

ヘ
に
問
「
る
研
究
ト
ロ
ワ
ハ

1
1
こ
心
一
ー
で
？
？
」
、
一

も
羽
川
町
」
入
れ
て
ゆ
〈
二
日
芹
氷
の
山
勤
lu
域
沼
市
計
は
J
f
h
一
に
山
h
J
も
の
y

な「

t
レ
く
で
あ
ろ
う

二

む

も
J

と
も
、
計
会
的
に
き
わ
め
〈
平
要
な
問
題
一
一
由
い
ん
初
日
、
勾
取
り
組
内
ず
り
、
弁
設

i
o代
哩
に
の
一
…
デ
、

Tへ
一
ナ
一
訟
な
通
ヤ
J
ぷ三一わ

さ
れ
る
判
バ
山
花
立
つ
あ
る
一
最
近
心
例
1
r
L
L

ヘ
住
川
十
川
国
保
壬
判
4

日f
｝仏
j
t
る
最
高
政
ノ
f

〉
ヘ
午
月
一
日
大
法
灯
亡
さ
げ
折
、
日
前
町
外
了
件
付
幼
一
小
を

め
く
る
叫
ん
ャ
以
埼
京
ハ
ノ
コ
七
ん
一
月
十
μ
日
判
氏
、
一
河
口

ι拍
手
中
を
川
内
〈
令
東
京
地
、
京
ご
～
ノ
七
斗
月
七

H
川
氏
な
レ
ご
〕
目
立
？
の
渋

川
早
忍
の
戦
域
の
中
山
い
H
1
P
J
る
主
犬
山
弘
L17Eで
あ
リ
ー
子
心
戦
ほ
と
戦
主
ド
♂
に
コ
い
と
別
心
主
安
問
担
か
松
起

J
t
い
る
－
ヘ
岸
恒
夫
「
人
と
辻
一
九
三

和
、
一
ミ
心
｜
｜
弁
護
k
m
u京
在
y

」赤
T

円
ド
ノ
ノ
ヲ
ア
一
社
J

仁
会
バ
ナ
第
六
与
、
（
ご
三
九
小
十
一

一
一
三
川
町
村
手
～
則
「
大
山
一
干
斗
民
父
体
コ
ン
ペ
テ
ィ
ン
↓
／
乙
バ
ハ
教
育
一
エ
て
の
支
配
川
！
ハ
ケ
一
壬
司
戸
卜
ー

C
C
一
八
八
汁
一
月
の
お
七
会
大
会

で
は
e

オ
ス
ー
：
一
ノ
リ
γ
U
J
九一の

tph川
中
台
め
人
丁
ハ
校
、
約
一
ハ
一
U

へ
の

J

E

、
州
市
J
者
、
仏
泊
ふ
ん
司
ワ
ι久
マ
ヘ
及
刊
い
い
同
台
一
一
上
）
、
、
中
長

怯
扮

ι当
日
臼
な
ど
約
九
〔
～
れ
の
審
合
同
U
U

か
参
加
】
三
人
「
王
者
、
＼
羽
毛
示
。
三
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